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１【新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の訂正報告書の提出理由】
 2021年５月21日付をもって提出した新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の記載事項のうち、「第一部 

企業情報 第２ 事業の状況 ３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」、「第一

部 企業情報 第３ 設備の状況 ３ 設備の新設、除却等の計画」及び「第一部 企業情報 第４ 提出会社の状況 

４ コーポレート・ガバナンスの状況等 (3）監査の状況」の記載内容の一部を訂正するため、新規上場申請のための

有価証券報告書（Ⅰの部）の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部 企業情報 …………………………………………………………………………………………………………  1頁 

第２ 事業の状況 ………………………………………………………………………………………………………  1

３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 ……………………………  1

第３ 設備の状況 ………………………………………………………………………………………………………  3

３ 設備の新設、除却等の計画 …………………………………………………………………………………  3

第４ 提出会社の状況 …………………………………………………………………………………………………  4

４ コーポレート・ガバナンスの状況等 ………………………………………………………………………  4

(3）監査の状況 …………………………………………………………………………………………………  4

 

３【訂正箇所】
 訂正箇所は＿＿＿罫で示してあります。
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第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績等の状況の概要 

① 財政状態の状況 

  （訂正前） 

第20期事業年度（自 2019年７月１日 至 2020年６月30日） 

（資産） 

 当事業年度末における流動資産は1,537,891千円で前事業年度末に比べ122,622千円増加いたしました。これ

は主にモバイルエンジニアリングサービスの売上が増加したことに伴う売掛金を回収し、現金及び預金が

110,982千円増加したことによるものであります。固定資産は158,243千円で前事業年度末に比べ20,142千円減

少いたしました。これは主に自社開発システム等の減価償却費を計上したことによるものであります。 

この結果、資産合計は、1,696,135千円となり前事業年度末に比べ102,479千円増加いたしました。 

（負債） 

当事業年度末における流動負債は960,223千円で前事業年度末に比べ92,495千円増加いたしました。これは

主にモバイルエンジニアリングサービスの売上増加に伴いベイシスパートナーズへの業務委託費が増加したこ

とにより買掛金が73,160千円増加したことによるものであります。固定負債は105,000千円で前事業年度末に

比べ60,000千円減少いたしました。これは長期借入金を返済したことによるものであります。 

この結果、負債合計は、1,065,223千円となり前事業年度末に比べ32,495千円減少いたしました。 

（純資産） 

 当事業年度末における純資産合計は、630,912千円で前事業年度末比69,983千円の増加となりました。これ

は、当期純利益を69,983千円計上したことによるものであります。この結果、自己資本比率は37.2％となり、

１株当たり純資産額は403.89円となりました。 

 

第21期第３四半期累計期間（自 2020年７月１日 至 2021年３月31日） 

（資産） 

 当第３四半期末における流動資産は1,734,884千円で前事業年度に比べ196,992千円増加いたしました。これ

は主にモバイルエンジニアリングサービスの売上が増加したことにより売掛金が398,303千円増加したこと、

及び仕掛品が101,013千円増加したこと、一方で短期借入金を200,000千円及び長期借入金を45,000千円返済し

たことにより現金及び預金が303,905千円減少したことによるものであります。 

固定資産は184,283千円で前事業年度に比べ26,039千円増加いたしました。これは主に自社システムの開発

でソフトウェアが13,586千円増加したことによるものであります。 

この結果、資産合計は、1,919,167千円となり前事業年度に比べ223,032千円増加いたしました。 

（負債） 

 当第３四半期末における流動負債は1,011,476千円で前事業年度に比べ51,253千円増加いたしました。これ

は主にモバイルエンジニアリングサービスの売上増加に伴いベイシスパートナーズへの業務委託費が増加した

ため買掛金が140,098千円増加したこと、税引前当期純利益の増加に伴い未払法人税等が95,871千円増加した

こと、一方で短期借入金が200,000千円減少したことによるものであります。固定負債は60,000千円で前事業

年度に比べ45,000千円減少いたしました。これは長期借入金を返済したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は、1,071,476千円となり前事業年度に比べ6,253千円減少いたしました。 

（純資産） 

 当第３四半期末における純資産合計は847,690千円となり、前事業年度末に比べ216,778千円増加いたしまし

た。これは四半期純利益を216,778千円計上したことによるものであります。 
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  （訂正後） 

第20期事業年度（自 2019年７月１日 至 2020年６月30日） 

（資産） 

 当事業年度末における流動資産は1,537,891千円で前事業年度末に比べ122,622千円増加いたしました。これ

は主にモバイルエンジニアリングサービスの売上が増加したことに伴う売掛金を回収し、現金及び預金が

110,982千円増加したことによるものであります。固定資産は158,243千円で前事業年度末に比べ20,142千円減

少いたしました。これは主に自社開発システム等の減価償却費を計上したことによるものであります。 

この結果、資産合計は、1,696,135千円となり前事業年度末に比べ102,479千円増加いたしました。 

（負債） 

当事業年度末における流動負債は960,223千円で前事業年度末に比べ92,495千円増加いたしました。これは

主にモバイルエンジニアリングサービスの売上増加に伴いベイシスパートナーズへの業務委託費が増加したこ

とにより買掛金が73,160千円増加したことによるものであります。固定負債は105,000千円で前事業年度末に

比べ60,000千円減少いたしました。これは長期借入金を返済したことによるものであります。 

この結果、負債合計は、1,065,223千円となり前事業年度末に比べ32,495千円増加いたしました。 

（純資産） 

 当事業年度末における純資産合計は、630,912千円で前事業年度末比69,983千円の増加となりました。これ

は、当期純利益を69,983千円計上したことによるものであります。この結果、自己資本比率は37.2％となり、

１株当たり純資産額は403.89円となりました。 

 

第21期第３四半期累計期間（自 2020年７月１日 至 2021年３月31日） 

（資産） 

 当第３四半期末における流動資産は1,734,884千円で前事業年度に比べ196,992千円増加いたしました。これ

は主にモバイルエンジニアリングサービスの売上が増加したことにより売掛金が398,303千円増加したこと、

及び仕掛品が101,013千円増加したこと、一方で短期借入金を200,000千円及び長期借入金を45,000千円返済し

たことにより現金及び預金が303,888千円減少したことによるものであります。 

固定資産は184,283千円で前事業年度に比べ26,039千円増加いたしました。これは主に自社システムの開発

でソフトウェアが13,586千円増加したことによるものであります。 

この結果、資産合計は、1,919,167千円となり前事業年度に比べ223,032千円増加いたしました。 

（負債） 

 当第３四半期末における流動負債は1,011,476千円で前事業年度に比べ51,253千円増加いたしました。これ

は主にモバイルエンジニアリングサービスの売上増加に伴いベイシスパートナーズへの業務委託費が増加した

ため買掛金が140,098千円増加したこと、税引前当期純利益の増加に伴い未払法人税等が95,871千円増加した

こと、一方で短期借入金が200,000千円減少したことによるものであります。固定負債は60,000千円で前事業

年度に比べ45,000千円減少いたしました。これは長期借入金を返済したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は、1,071,476千円となり前事業年度に比べ6,253千円増加いたしました。 

（純資産） 

 当第３四半期末における純資産合計は847,690千円となり、前事業年度末に比べ216,778千円増加いたしまし

た。これは四半期純利益を216,778千円計上したことによるものであります。 
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第３【設備の状況】

３【設備の新設、除却等の計画】（2021年４月30日現在） 

（１）重要な設備の新設等 

  （訂正前）

事業所名 所在地 設備の内容 

投資予定金額 
資金調達 

方法 

着手及び完了予定年月 
完成後の 

増加能力 総額 

（千円） 

既支払額 

（千円） 
着手 完了 

本社 
東京都 

品川区 

プラットフォー

ム開発 
101,000 41,883 

増資資金及

び自己資金 
2019.5 2023.6 

（注） 

3 

本社 
東京都 

品川区 

ERPシステム 

導入 
100,000 - 

増資資金及

び自己資金 
2022.1 2022.4 

（注） 

3 

（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２．当社の事業セグメントは、インフラテック事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省

略しております。

３．完成後の増加能力については、計数的把握が困難であるため、記載を省略しております。

 

  （訂正後）

事業所名 所在地 設備の内容 

投資予定金額 
資金調達 

方法 

着手及び完了予定年月 
完成後の 

増加能力 総額 

（千円） 

既支払額 

（千円） 
着手 完了 

本社 
東京都 

品川区 

プラットフォー

ム開発 
101,000 42,787 

増資資金及

び自己資金 
2019.5 2023.6 

（注） 

3 

本社 
東京都 

品川区 

ERPシステム 

導入 
100,000 - 

増資資金及

び自己資金 
2022.1 2022.4 

（注） 

3 

（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２．当社の事業セグメントは、インフラテック事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省

略しております。

３．完成後の増加能力については、計数的把握が困難であるため、記載を省略しております。
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第４【提出会社の状況】

４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（３）【監査の状況】

⑤ 監査報酬の内容等 

  （訂正前） 

イ．監査公認会計士等に対する報酬 

最近事業年度の前事業年度 最近事業年度 

監査証明業務に基づく報酬 
（千円） 

非監査業務に基づく報酬 
（千円） 

監査証明業務に基づく報酬 
（千円） 

非監査業務に基づく報酬 
（千円） 

12,000 － 14,000 － 

 

ロ．監査公認会計士等と同一のネットワークに対する報酬（イ．を除く） 

該当事項はありません。 

ハ．監査報酬の決定方針 

当社の監査公認会計士等に対する監査報酬の決定方針として、監査日数、監査内容及び事業内容・規模

等を勘案し、両社で協議のうえ報酬額を決定しております。 

ニ．直近２事業年度等における監査公認会計士等の異動 

該当事項はありません。 

ホ．監査役会が会計監査人の報酬等に同意した理由 

 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積り等が当社の事業規

模や事業内容に適切であるかどうか検証を行った上で、会計監査人の報酬等の額について同意の判断を行

っております。 

 

  （訂正後） 

イ．監査公認会計士等に対する報酬 

最近事業年度の前事業年度 最近事業年度 

監査証明業務に基づく報酬 
（千円） 

非監査業務に基づく報酬 
（千円） 

監査証明業務に基づく報酬 
（千円） 

非監査業務に基づく報酬 
（千円） 

12,000 － 14,000 － 

 

ロ．監査公認会計士等と同一のネットワークに対する報酬（イ．を除く） 

該当事項はありません。 

ハ．その他重要な監査証明業務に基づく報酬の内容 

該当事項はありません。 

ニ．監査報酬の決定方針 

当社の監査公認会計士等に対する監査報酬の決定方針として、監査日数、監査内容及び事業内容・規模

等を勘案し、両社で協議のうえ報酬額を決定しております。 

ホ．直近２事業年度等における監査公認会計士等の異動 

該当事項はありません。 

ヘ．監査役会が会計監査人の報酬等に同意した理由 

 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積り等が当社の事業規

模や事業内容に適切であるかどうか検証を行った上で、会計監査人の報酬等の額について同意の判断を行

っております。 
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